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１ 本校の概要 
本校は「弘毅篤学（大きな心と強い意志を持ち、学問に熱心であれ）」を校訓とし、

明治32年創立の石川県第二中学校を前身とした、普通科の伝統校である。さらに、平

成16年に県内初の併設型中高一貫校として県立金沢錦丘中学校が開校し、以後、中高

一貫教育校の特色を活かして、生徒の自主・自立性や実践する力を引き出し、次代を

担うリーダー的人材の育成に取り組んでいる。 

現在のクラス規模は１年、２年クラスが８クラス、３年が９クラスであり、各学年

とも、併設された中学校からそのまま入学した生徒（内進生）が約120名（３クラス）

となっている。この内進生と、他の中学校から入学してくる生徒（外進生）について

は、原則、各学年ともクラスを分けて学級経営を行っているが、２年、３年と学年が

進むにつれ、習熟度別授業が増えてくることから、実際のところ、様々な科目で内進

生と外進生を融合した形で授業が実施されている。 

 

２ 本校の教育目標 

（1） 教育目標 

高い志を育み、豊かな心と知性、健やかな身体を培い、地域や国家、国際社会の

持続可能な発展に貢献できる人材を育成する。 

 

（2） 今年度の重点目標 

今年度は、中学校とのつながりを生かして、本校生徒に対し、教科指導やその他

様々な教育活動を通して「深い思考を伴ったコミュニケーション力」の伸長を図る

ことを全職員で共有し取り組んでいる。 

 

３ 問題の所在  
上述のとおり本校は併設型の中高一貫教育校である。併設型とは、一体的に中高一

貫教育を行う中等教育学校よりも緩やかな形態をもった、同一の設置者による中学校

と高等学校を接続するシステムであり、その結果、６年一貫の教育を受ける生徒、及

び、高校入試を経て入学し３年間の教育を受ける生徒が一定数混在することになる。

文部科学省の調査によると、平成28年度の公立における中高一貫校教育校の設置状況

について、中等教育校は31校（Ｈ25は29校）、併設型は87校（Ｈ25は74校）、連携型は

80校（Ｈ25は81校）となっており、中高一貫教育校の中では、併設型のシステムを持

つ学校がもっとも多い。 

しかし、６年間の一体的な中高一貫教育を目指す中等教育学校と比べて、併設型の

システムでは、外進生と内進生が混在することから、学校として中高の一体化がやや

希薄となり、カリキュラム面では単位認定を含めた先取り学習も困難な状況となって

いる。中高連携のメリットを生かしていないのではないか、同じ敷地に中学校と高等

学校が併設されているだけではないかと揶揄されないためにも、中高連携のメリット
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を改めて捉え直し、中学生と高校生双方に上質な学びを提供する必要があると考え、

研究テーマを「中高連携を生かした教育活動の実践」とした。 

併設型中高一貫教育校となって15年目を目前に控える今、現在行っている教育活動

を改めて見直し、その有効性や課題を明らかにすることで、生徒にとって価値のある

中高一貫のあり方について、考えていく。 

 

４ 中高連携を生かした授業実践  

（1） 学校設定教科を軸としたコミュニケーション指導 

【ねらい】 

現代社会では、文章を読んだり、スピーチを聞いたりして論理的に相手の意見を

分析し、自分の考えを理路整然と組み立て、世界へ発信できる能力が求められてい

る。言語の違いに戸惑うことなく、外国の人と対等かつ心情豊かに交信できる言語

運用能力や、自らの考えを論理的に表現できる能力を身につけることは、これから

の国際社会を生き抜く上で大きな自信につながっていく。 

そこで、本校では、中学校併設以来、中学と高校を貫く教科として、「コミュニ

ケーション（中学コミュニケーション英語、高校ロジカルコミュニケーション探

究・発展）」という学校設定教科を開設し、内進生は６年間、外進生は３年間、英

語を用いたコミュニケーション力の育成に向けた学習を行っている。 

 

【各学年における到達目標】 ＊教育課程表及び６年間を通じた年間指導計画は別紙参照 

下記のとおり、生徒の発達段階に応じて、徐々に負荷のかかる形で到達目標が設

定されている。 

○中学１年（コミュニケーション英語 １単位） 

簡単な英語表現を用いて、積極的にコミュニケーションを図ることができる。ま

た楽しんで英語を学ぶことができる。 

○中学２年（コミュニケーション英語 １単位） 

身近な話題について、簡単な英語表現を用いて積極的にコミュニケーションを図

ることができる。また楽しんで英語を学ぶことができる。 

○中学３年（コミュニケーション英語 １単位） 

日常生活での話題や興味・関心のあることについて、簡単な英語表現を用いて、

積極的にコミュニケーションを図ることができる。また、主体的に英語を学ぼう

とする態度を身につける。 

○高校１年（ロジカル・コミュニケーション探究 １単位） 

日常生活での話題や自分の興味・関心のあることについて、積極的にコミュニケー

ションを図ることができる。また、主体的に英語を学ぼうとする態度を身につける。 

○高校２年（ロジカル・コミュニケーション発展 １単位） 

日常生活での話題について、積極的にコミュニケーションを図ることができる。
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また生涯にわたって英語を学ぼうとする態度を身につける。 

○高校３年（ロジカル・コミュニケーション発展 １単位） 

日常生活での幅広い内容について、積極的にコミュニケーションを図ることがで

きる。また生涯にわたって英語を学ぼうとする態度を身につける。 

 

【ロジカル・コミュニケーション探究・発展の指導事例（高校１年生対象）】 

ここでは、高校１年生を対象とした具体的な指導事例（年間計画）を紹介する。 

 プロジェクト 授業の流れ ねらい 活動形態 評価 

４
月 

イントロダク

ション 

Quick Response、Word Counter、質問

カードなどを使ったペアでの会話活動

を通して、英語を使って自分の言いた

いことを相手に伝える練習を行う。 

自分の言いたいこ

とを相手に伝える

ことができる。 

ペア なし 

４
・
５
月 

ロ ジ カ ル ス

ピーチ 

与えられたトピックについて、自分の

意見・理由・具体例など（Supporting 

Sentence）を論理的に相手に伝える方

法を学ぶ。 

ペアでの会話活動から個人でのエッセ

イライティングにつなげる。 

自分の意見を論理

的に相手に伝える

ことができる。 

ペア 

 

個人 

エッセイラ

イティング

（ALT・JTE）

６
月 

『世界で活躍

する日本人』 

テキストNewsbreaksを読む。 

読んだ内容に関連した『世界で活躍す

る日本人』というトピックで、グループ

によるプレゼンテーションを行う。 

 

iPadでの情報収集、原稿作成、発表練

習を事前に行う。 

トピックに関して

情報を収集し、そ

の中から自分が伝

えたい情報を選ん

で伝えることがで

きる。 

個人 

 

グループ 

プレゼン

テーション

（ALT） 

７
月 

『2024年のオ

リンピック開

催都市』 

コミュニケーション英語 I with ALT 

で使用するテキストの内容に関連した

『2024年のオリンピック開催都市』とい

うトピックで、グループによるプレゼン

を行う。 

発表はクラス全体で行う。 

与えられた情報の

中から長所を読み

取り、それをわか

りやすく伝えるこ

とができる。 

個人 

 

グループ 

なし 

（自己評価）

９
・
10
月 

『おもてなし

プ ロ ジ ェ ク

ト』 

澤の屋旅館について書かれた英文を読

んだり映像を見たりして、おもてなし

とは何かを考える。 

 

高級ホテルとリーズナブルだが伝統的

な旅館との違いを比較し、なぜ後者が

外国人に好評なのかを考える。 

 

高級ホテルとリーズナブルだが伝統的

な旅館のどちらを選ぶか（薦めるか）に

ついて、自分の意見を理由とともに発

表する。 

２つのものを比較

し、それぞれの長

所・短所を考慮し

た上で、自分の意

見を（譲歩の表現

も使いながら）伝

えることができ

る。 

個人 

 

ペア 

 

個人 

スピーチ

（ALT） 
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11
月 

スピーキング

テスト 

[Part 1] 試験官が事前に連絡してある

３つの質問の中から１つだけ選んで質

問をする。 

 

[Part 2] 試験官が質問（事前連絡な

し）をしてインタビュー形式で行う。 

 

それぞれの質問に対し、１分程度話す

（やりとりを続ける）ことができるか、

自分の意見を理由とともに答えること

ができるかを評価する。 

質問に対し、１分

程度で自分の意見

を理由とともに伝

えることができ

る。 

個人 

スピーキン

グテスト

（ALT・JTE）

12
・
１
月 

『バイオミメ

ティクス』 

コミュニケーション英語Ⅰで使用する

テキストの内容に関連した『バイオミ

メティクス』というトピックで、グ

ループによるプレゼンを行う。  

 

iPadでの情報収集、原稿作成、発表練

習を事前に行う。 

トピックに関して

情報を収集し、事

実（すでに開発さ

れている製品につ

いて）を正確に伝

えることができ

る。 

グループ 

プレゼン

テーション

（ALT） 

 ＊他学年の指導事例については割愛した。 

 

【今後の展望と課題】 

英語の４技能のうち、特に「聞く」「話す」の指導については、現在、多くの高

校教員が指導の難しさを感じているが、本校では、中高の接続を意識した６年間の

指導計画が功を奏し「聞く」「話す」のスキルを高めている。６年間で向上する内

進生の表現スキルを、外進生にどうに波及させるかという点についても、高校２～

３年で設定する習熟度別クラスの中で、内進生と外進生を融合させて刺激を与え、

生徒同士で切磋琢磨できる学習環境にあると言える。 

課題としては、教員の指導スキルの継承が揚げられる。学校設定教科ゆえ、教科

書や指導書等、明確な指導手引きは存在しない。教員の指導スキルが一段と高いレ

ベルで求められる教科と言える。そのため、英語科教員は丁寧な協議を何回も重ね

ながら、生徒の実態にあわせた授業を構想している。教員の高齢化が進む中で、経験

の少ない若手教員に対し、どのようにスキルを伝えていけるか、今後の課題である。 

 

（2） 中学校理科における発展的な授業実践 

本校では、教科指導における中高の接続を円滑にするため、平成26年度より「発

展的な内容」を加えた授業を中高の教員合同で開発・実践している。以下は、中学

及び高校理科で学習する電気分野における授業のあり方を考究し、実践した報告書

からの抜粋である。 

なお、理科教育における中高連携の本研究は、平成29年度越馬徳治科学研究奨励

賞（石川県）を受賞している。 

 

【中高理科のつながりに関する課題】 

高校物理の電気回路に関して、生徒は、部分的に並列になっているか、直列に
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なっているか、回路の形状だけから判断し、それを手がかりに電圧や電流の物理量

を求めようとする。結局、多くの生徒が回路の本質を見抜けないまま学習している

状況にある。中高の理科教員で協議した結果、これは「電圧」の概念を形成する中

学２年の理科学習に問題があるのでないかとの結論になった。 

そこで、中学生なりに電位概念を形成して電圧を電位差として捉えなおしをさせ

たいと考えた。複雑な回路であっても電位概念を用いて、導線は電流が流れていて

も等電位であることを手掛かりとして、生徒が各素子の電位差（電圧）を求められ

るよう、中高教員協力して指導案を作成した。 

 

【高校教員による中学校理科の発展的な授業（概要）】  

第１時「電気の世界の高さをイメージしよう」 

 ○展開１：乾電池の逆さつなぎの実験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上の［課題１］について議論させた後、どう予想したかを挙手させたところ、

（ア）に関しては、38名中24名（正解）が豆電球はつかないと答え、①と同じ明るさ

でつくは13名、②と同じは１名、③と同じは０名であった。 

また、（イ）に関しては、38名中11名がつかないと答え、①と同じ明るさでつく

は９名（正解）、②と同じは、17名で③と同じは１名であった。 

 

○展開２：実験の事後指導 

ここでは実験結果を基にして、既習の知識を整理しながら電位概念の形成をは

かった。まず、生徒に、回路を水流モデルで示している図を教室正面のモニターで

提示し、電気の世界の“高さ”を、高校では“電位”とよび、“高さの差（落差）”

を“電位差”とよぶことを生徒に伝えた。電位と電位差の相異は高校生でも理解が

難しいので、例え話として、白山や富士山の標高が電位に相当し、白山と富士山の

標高差が電位差に相当すると説明をした。「“高さの差（落差）”つまり“電位差”

は、すでに中学校で別の名前で登場しているのだけど、何かわかりますか？」と生
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徒に問いかけたところ、何人かの生徒が「電圧？」と即答した。 

 

 

 

 

 

 

（生徒のワークシートの板書メモ） 

 

第２時「電気の世界の高さをイメージしよう」 

○展開１：短絡している回路の考察 

 

第２時では、短絡した部分を含む回路（課題２）で電気の世界の“高さ”をイ

メージし、回路全体の電圧の関係を考察できるようになることをねらいとした授業

を展開した。 

（2）に関しては予想が分かれた。半数以上が12Ｖ、４Ｖが６名、９Ｖが１名であり、

０Ｖ（正解）は１名だけであった。直感的に12Ｖと考えた生徒が大半であったが、

４Ｖと答えた生徒は、６Ωと３Ωの２つの抵抗が並列につながれているので、並列

の合成抵抗を２Ωと求め、回路全体が２Ωと４Ωの抵抗が直列につながれていると

解釈して、各抵抗と電圧が逆比になることを使って４Ｖを算出していた。 

そこで、生徒が持っている資料集の水流モデルの図をモニターで提示し、抵抗を

挟んでいない導線部分の“高さ”は変わらないこと、回路に分岐点があっても“高さ”

は変わらないことを確認した。そして、電圧の関係を知りたいときには、導線の同じ

“高さ”の部分を色塗りし、“高い”“低い”を調べる

ように促した。生徒はこの回路では２種類の色が

必要であることに気づき、進んで色塗りをするこ

とができた。 

（3）（4）は誰も正解を予想できていなかったが、

回路全体を２種類の色で塗りをすると、４Ωの抵

抗の両端の２色と12Ｖの電源の両端の２色がいず （モニターによる水流モデルの提示）
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れも同じであるため４Ωの抵抗の両端の電圧も12Ｖになることに対して生徒は納得

したようであった。オームの法則は十分に学習しているので、電圧がわかると電流

の値もすぐに求められるようになった。 

 

【今後の展望と課題】 

中学校２年生に対して、「電気の世界の“高さ”として電位概念を形成し、電圧

を電位差として捉えなおす」研究授業を行った結果、７割程度の生徒が「電気の世

界の“高さ（落差）”」をイメージできるようになり、通常においては中学校で取り

扱わない複雑な回路について半数程度の生徒が「導線上は同じ“高さ”であること」

を手掛かりにして抵抗の両端の電圧と流れる電流を求められるようになった。こう

した「発展的な内容」の授業は中高の授業における接続を円滑に進めるための一助

になりうると考えられる。 

 

（3） 中学生と高校生との協働による社会科授業（平成29年度実践を中心に） 

【経緯】 

これまで高校教員が中学校へ赴き「発展的学習」を行う試みは各教科で行われて

いたが、中高の生徒たちが一緒になって行う授業は実施されていなかった。高校生

が中学生の模範となってリードし、また中学生が自由にアイディアあふれる意見を

言う、そのような相互に能力を伸ばせる機会を設定することができないか。そうし

た考えから、社会科では、中学生に対して行う「発展的学習」に加えて、高校生を

交える形での合同学習を昨年試行した。 

 

【活動内容】 

３月に、中学３年生と高校２年世界史Ｂ選択者を対象に２時間のコラボ授業を実

施。内容は、世界各地の歴史上の指導者が政治の中で行ってきた「文化政策」が、

どのようなねらいがあって行われたのかを考察するものである。 

１回目の授業は、中高それぞれに分かれて、提示した次の８つの「文化的政策」

について、指導者の政策意図を探り、共通するもの同士で分類してまとめ、発表す

るという活動を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

  

① クフ王のピラミッド造営 

② 始皇帝の焚書・坑儒 

③ 聖武天皇の大仏造立＆国分寺建立 

④ レオ10世のサン＝ピエトロ大聖堂建設

⑤ 織田信長のキリスト教保護 

⑥ ルイ14世のヴェルサイユ宮殿造営 

⑦ ヒトラーのユダヤ人迫害 

⑧ 1964年の東京オリンピック 
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２回目の授業では、中学生の各グループに高校生が１～２人交じる形で中高のコ

ラボ授業を行い、８つの「文化政策」すべてに共通する政策意図を考察して、全体

に発表するという活動を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒の反応】 

１回目の授業では、多くのグループに共通する表現もあれば、同じことを独自の

表現で表している場合もあり、中高合計44グループどれをとっても同じ発表内容の

ものはなかった。バリエーションの豊かさがこの時間の思考の深まりを表している

ようで、面白い１時間目になった。 

２回目の授業では、初めての中高合同ということもあり、緊張してなかなか話せ

ない部分もあったが、少しずつほぐれていき、最終的には各グループともまとめに

たどり着いた。高校生は司会として中学生から意見を引き出したり拾ったりするの

に苦戦していた。中学生たちは、思考を統合するこの課題は難しく議論しつつ頭を

悩ませていた。以下は生徒の感想の一部である。 

 

 中学生 ・高校生と一緒に初めて授業をしてみて、高校生は資料集などを見せながら

説明しているのがさすがだと思いました。班全員で意見を出し合って考え

を１つにまとめられたのがよかったです。中学校よりも難しい内容でした

が、深く考えられたと思います。 

 

    ・指導者のした内容はぜんぜん違うけど、目的は全て同じなのだと分かりま

した。中学生の間で飛び交っている意見を、先輩がうまくまとめて１つの
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意見にしてくれて、すごいなと思いました。高校生になったら、あんなふ

うにまとめられるようになりたいです。 

 

    ・今までの授業では、１つの活動や政策についてだけ考えるだけだったけれ

ど、高校生になったら習ったことすべてを使い考える必要があると分かり

ました。共通点を探すためには、どの政策も詳しく知っていなければなら

ないので、高校はすごく大変なのだと思います。しかし、高校生と一緒に

することで、楽しみながら新しい知識や物の見方を教えてもらいながらで

きたので、本当に有意義な時間でした。 

 

 高校生 ・中学生と交流をして、自分の力不足さをすごく感じた。けど、話し合いで

「どう思う？」と聞くと自分の意見をたくさん話してくれた中学生のおか

げでうまく１つの考えにまとまったので良かったです。本当は中学生とし

たくないと思っていたけど、初々しさとか感じられてとても良い機会だっ

たと感じました。 

 

    ・中学生は、頭の固い私たちとは違って考え方が柔軟で、積極的に考えよう

としているのが伝わってきて楽しかった。私のグループの中学生は、話し

かけたらみんなが意見を言ってくれて、たくさん意見が出てきて話し合い

が活発だったと思う。歴史的な事実だけでなく自分もやってみたいとか、

自分の気持ちも込めて考えていて、私たちも取り入れるべきだと思った。

一緒に授業ができて良かった。また機会があればぜひやりたい。 

 

    ・今回、中学生と一緒に考える貴重な体験をすることができたと思います。

中学生の考えは知識が不足していることを感じさせない程に柔軟な考えで、

多くの意見を提示してくれてとても頼もしく、また自分の固まった脳に新

しい刺激をたくさん吸収することができて良かったです。勉強は考えるこ

とが一番大切なことだと改めて分かりました。 

 

【今後の展望と課題】 

課題としては、このような機会が中学３年間の中で１回しか確保できていないと

いうことである。 

今回は中学３年生を対象に行ったが、１年間の中で複数回、もしくは中学１・２

年生の間にも実施していけるとより良いものになっていくと思われる。 

さらに、今回は、高校の教員が授業を実施したが、中学の教員が高校生向けに実

施するのも良いのではないかと考えている。現状では、まだまだ一部の教員が関

わっているにすぎないため、これを拡大して、組織的に行えるようにする方法を模
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索する必要がある。 

 

５ その他 

（1） 学校行事 

生徒に中高の連帯意識を持たせられるよう、本校では毎年、様々な中高合同の行

事を行っており、さらにはその改善を進めている。以下は、近年、改善に取り組ん

だ内容の一例である。 

 

【紫錦祭（学園祭 ８月下旬実施）】 

以前は、中学生は高校生が企画するイベントの「お客」に過ぎなかったが、近年、

紫錦祭オープニングのブラスバンド演奏を中高合同で行ったり、昨年から中学と高

校の生徒会が協力して、中学校各クラスで７月に実施した合唱コンクールの歌を高

校生に対して披露する機会を作っている。 

後日、高校生にアンケートを実施したところ、中高の連携意識が高まったと感じ

た生徒の割合が「とても感じた」「感じた」の項目で74％となった。同じ項目の教

職員のアンケート結果でも、83％の肯定的評価を得た。記述式の感想でも、「中学

の合唱が良かった。自分の中学時代を思い出した。」「去年より中学全体が参加して

いる感じがした。」「今年の紫錦祭がきっかけで知り合った中学の子と今でも交流が

続いている。」などの高評価の声があった。 

 

【校内陸上競技大会（５月実施）】 

体格が大きく異なる中学生と高校生合同での陸上記録会の実施運営は、予想以上

に困難を伴っている。その中で、中３生と高１生でリレー種目を競わせたり、「錦

丘体操（体育の毎授業で行っている錦丘中高オリジナルの準備体操）」を中高の全

生徒で行ったりするなど工夫を行っている。 

だが、およそ1,000名の高校生に比べ、360名程度の少人数である中学生の満足度

はやや低くなってしまう傾向があり、学年の縦割り種目を設定する等、さらなる工

夫を考えていきたい。 

 

（2） 生徒会活動 

中高の生徒会執行部合同で、募金活動を５月に、朝の挨拶運動を６月に、さらに

は、地域清掃を月に１回実施している。この取組では、中学生の屈託のない表情や

元気なかけ声が、高校生や地域の方々にとって強い刺激となっているようである。

また、中学生も、高校生や地域の方々が自分たちに反応を返してくれることに自信

を感じていた。中学生と高校生、そして地域の方々による連帯意識が見られた点、

有効であった。 

課題としては、高校生徒会の中心生徒が、濃密な中学３年間を過ごした仲間意識
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をもつ内進生になる傾向が高く、外進生出身が少ないという点があげられる。本校

の生徒会活動は他校に比しても、きわめて積極的であるが、外進生が加わりやすい

環境作りという観点で裾野を広げる方法も検討する必要があると思われる。 

 

（3） 部活動 

本校では、中高の合同練習や中学３年生の高校部活動を参加を通して、中学から

高校への円滑な移行と競技力の強化を図っている。具体的には、卓球、弓道、サッ

カー、男子バスケット、女子バレー、女子ハンドボール、女子バドミントン、吹奏

楽、英語研究、美術で合同練習を実施しており、これに、陸上競技と野球を加えた

部が、12月から中学３年生の部活動参加を受け入れている。 

もちろん、特に運動部活動など体格差や競技の特性などで簡単には合同練習でき

ないものもあり、活動場所の確保や専門指導者による継続的な指導など、課題とな

る点も多いが、現在のところ、中高一貫を生かして強化する部を弓道部と吹奏楽部

の２つに絞った形で指定し、生徒や教員に負担のかからない形で円滑な運営を行っ

ている。 

 

６ まとめ 
本稿における実践研究の肝は、「４」の「中高連携を生かした授業実践」にある。 

４の（1）「学校設定教科を軸としたコミュニケーション指導」では、６年間の発達段

階にあわせた指導計画の必要性を、（２）の「中学理科における発展的な授業実践」で

は、教科における中高接続の中で、生徒が実際に抱える悩みの解消に向け、中高の教

員が一丸となって思考し実践する重要性を改めて認識することができた。加えて（３）

の「中学生と高校生との協働による社会科授業」では、中学生と高校生のコラボ授業

という斬新な発想で授業を展開した。このチャレンジに懸念を抱く教員もいたが、生

徒からは肯定的な感想が多く聞かれたことから、今後は、他教科でも少しずつ広げて

いきたい。また、「５」の「その他」の教育活動においても、現状に満足せずに工夫・

改善することで、中高の一体化を生み出せることが分かった。 

以上から、中高連携の取組を行うポイントは、教員の共通理解と創意工夫であると

言えよう。この２点について、教員が常に意識するような環境を作らないと高い教育

的効果はうかがえない。 

 

併設型のシステムを有する本校の課題を考えた場合、まず１点目に「中学校と高校

生の双方にとって魅力ある中高一貫校となるためにはどのような取組が望まれるのか」

を明確にする必要がある。特に授業を考えるにあたって、高等学校の立場で言えば、

中学校を知り尽くした教員がすく近くにいて、気軽に相談できる点は最大のメリット

であろう。高校教育の改善のため、中学校の教員を巻き込み、さらには中学生をも巻

き込んでいく姿勢は、今後も維持していく。 



14 

２点目の課題としては、高等学校の立場で「６年一貫教育を行う内進生と他中学校

から入学する外進生の双方がメリットを実感する中高連携のあり方」を目指す必要が

あるということである。６年一貫教育ができるという呼びかけのもと中学校から入学

した内進生の指導を重視するのか、高校から入学した外進生を含めた学校全体として

の指導を重視するのか、このバランスをとる舵取りこそが、併設型中高一貫の宿命で

あり、そのためのキーワードは、おそらくは「切磋琢磨」である。内進生と外進生、

双方を視野に入れた指導のあり方を多角的に考えていくことが大切である。 

 

今年度中の実施に向けて、現在、次の２点を検討している。１点目は、総合的な学

習の時間を活用した探究活動の工夫である。例えば、発表の場面で中学生と高校生が

交わる機会を作れないか、内進生と外進生が融合して、互いに切磋琢磨する機会を作

れないか、検討チームを設けて協議を重ねている。２点目は、中３生の冬期補習を行

う際、進路が決まっている高３生が中３生にサポートする機会をつくるということで

ある。双方の立場の生徒にメリットがあるものと考えている。 

いずれにせよ、円滑で効果的な中高一貫教育を推進していくためには、実効性のあ

る、継続可能な方策を立てていく必要がある。それによって、中学校に入学してくる

生徒の能力を６年間かけて最大に伸ばすとともに、内進生と外進生が状況に応じて融

合し、切磋拓磨する環境作りへとつなげ、中学と高校双方にとって魅力的な学校にな

るよう、これからも取り組んで参りたい。 
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平成 28 年度以降入学生に適用する教育課程表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・２年文系の地理歴史・公民『※８』は「世界史Ｂ」（４単位）、「日本史Ｂ」（４単位）、「世界史Ａ（２単位）または地理Ａ（２単位）から１科目と政治･経

済（２単位）」（４単位）から８単位を選択する。ただし、「世界史Ａ」（２単位）または「世界史Ｂ」（４単位）のいずれか１科目のみを必ず選択する。 

・３年文系の地理歴史・公民『※６』は「世界史特講」（３単位）、「日本史特講」（３単位）、「公民特講」（３単位）から６単位を選択する。ただし、「世

界史特講」（３単位）は２年次に「世界史Ｂ」を、「日本史特講」（３単位）は、２年次に「日本史Ｂ」を履修した者がそれぞれ選択できる。 

・理系の地理歴史「Ｂ」科目は、２・３年継続して同一科目を計６単位履修する。 

・数学において、１年は「数学Ⅰ」・「数学Ａ」の後に「数学Ⅱ」、２年文系は「数学Ⅱ」・「数学Ｂ」の後に「文系数学特講」、２年理系は「数学Ⅱ」・「数

学Ｂ」の後に「数学Ⅲ」または「理系数学演習」を履修する。 

・３年理系の数学は、２年次「数学Ⅲ」を履修した者は、「数学Ⅲ」（４単位）を、２年次「理系数学演習」を履修した者は「理系数学演習」（４単位）を

履修する。 

・２年理系の理科において、「物理」を選択する者は、「物理基礎」の後に「物理」、「生物」を選択する者は、「生物基礎」の後に「生物」を履修する。 

・３年文系の理科は、「生物」（４単位）、「地学」（４単位）、「文系化学演習（２単位）、文系生物演習（２単位）、文系地学演習（２単位）から２科目」（４

単位）から４単位履修する。 

・３年理系の理科は、２年次「物理」を履修した者は「物理」(５単位)を、２年次「生物」を履修した者は「生物」(５単位)を履修する。 

・３年文系の③および３ は、「文系数学特講」（計６単位）または、「世界史演習」・「日本史演習」（３単位）から１科目と実践演習英語（３単位）（計６

単位）を選択する。ただし、「世界史演習」は３年次「世界史特講」を「日本史演習」は３年次「日本史特講」を履修する者が選択できる。 

4 ５ 5

4 ２ ２ ３ ２ 4･5

2  ２ 0･2

4 ３ ２ ２ ３ 5

2 ２ ２ 0･2

4    ４ 0･4

4 ２   ４  ３ ３ 0･4･6

2 ２ 0･2

4 ※８ ３ ３ 0･6

○ 世 界 史 特 講 3～6 　３ 0･3

○ 世 界 史 演 習 2～4 ③ 0･3

○ 日 本 史 特 講 3～6    ４ 　３ 　※６ 0･3

○ 日 本 史 演 習 2～4 ③ 0･3

2 ２ 2

2     ２ 0･2

○ 公 民 特 講 3 　３ 0･3

3 ３ 3

4 ２ ２ ２ 4

5 ２ ４ 0･6

2 ２ 2

2 ２ ２ 2

○ 理 系 数 学 特 講 2～4 ３ 0･3

○ 理 系 数 学 演 習 4～6 ２ ４ 0･6

○ 文 系 数 学 特 講 2～8 ２ ③＋３ 0･2･8

2 ２ 0･2

4 ２ ５ 0･7

2 ２ 2

4 ３ ４ 0･7

2 ２ ２ 2

4 ２ ４ ５ 0･4･7

2 ２ 0･2

4 ４ 0･4

○ 文系 化学 演習 2～4 ２ 0･2

○ 文系 生物 演習 2～4 ２　   ４ 0･2

○ 文系 地学 演習 2～4 ２ 0･2

7～8 ３ ２ ２ ３ ３ 8 ８ ８

2 1 1 1 2 ２ ２

2 ２ 0･2

2 ２ 0･2

2 ２ 0･2

3 ４ 4

4 ４ ３ 3･4

4 ４ ３ 3･4

2 ２ 2

4 ２ ２ ２ ２ 4

○ 実践 演習 英語 2～4 ３ 0･3

2 ２ 2 ２ ２

2 ２ 2 ２ ２

３２ ３２ ３２ ３２ ３２ ９６ ９６
○ Ｌ Ｃ 探 究 1 1 1
○ Ｌ Ｃ 発 展 2 １ １ １ １ 2

3～6 １ １ １ １ １ ３ ３

１ １ １ １ １ ３ ３

35 35 35 35 35 １０５ １０５

総合的な学習の

時間

ホームルーム活動

週当たりの単位数合計

共通科目単位数計

○コミュニケー

ション

Logical & Critical Thinking

家庭 家 庭 基 礎

情報 社 会 と 情 報

３３

２美 術 Ⅰ

書 道 Ⅰ

外
国
語

コミュニケーション英語Ⅰ

18・21 １６

コミュニケーション英語Ⅱ

コミュニケーション英語Ⅲ

英 語 表 現 Ⅰ

英 語 表 現 Ⅱ

体育 保 健

芸
 
術

音 楽 Ⅰ

２

２０

数 学 Ⅱ

保健 体 育

数 学 Ⅲ

数 学 Ａ

数 学 Ｂ

２政 治 ・ 経 済

理
 
 
 
 
 
科

物 理 基 礎

数
 
 
 
学

数 学 Ⅰ

２０

物 理

化 学 基 礎

化 学

生 物 基 礎

生 物

地 学 基 礎

地 学

１０

13・19

公
民

現 代 社 会

理系 科　目 文系

２・５
・７

地
理
歴
史

世 界 史 Ａ

９・11
･12･14

国
語

国 語 総 合

１７

教科

８

世 界 史 Ｂ

日 本 史 Ｂ

地 理 Ａ

地 理 Ｂ

１４
現 代 文 Ｂ

古 典 Ａ

古 典 Ｂ

単位数の合計

文系 理系
科　　目

標準
単位

１年

２年 ３年

文系 理系
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